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クラブ･リーダーシップ･ラーニングセミナーは、ローターリークラブの行事の中で最も重要な地区の会合の
ひとつであります。
これは、次期クラブ指導者が一堂に会して次年度地区方針に沿ったクラブ運営をしていくための勉強の
機会であります。
クラブ･リーダーシップ･ラーニングセミナーがどれだけ目標を達成できるかによって次年度のロータリー
クラブの成否が決まるといっても過言ではありません。
クラブ･リーダーシップ･ラーニングセミナーはクラブ指導者が、毎年 7月1日に交替するにもかかわらず、
その前後をつないでロータリーの奉仕プログラムを継承して行えるようにしている、極めて大切な連結点で
あります。

会長、会長エレクト、副会長、幹事、会計、会場監督（SAA）、副幹事、
クラブ行動計画推進リーダー、会員増強委員長、職業分類委員長、会員選考委員長、
退会防止委員長、会場運営委員長、プログラム委員長、クラブ奉仕委員長、親睦活動委員長、
クラブ・ラーニングファシリテーター（元ロータリー研修（情報）委員長）、
公共イメージ向上（広報、雑誌、ＩＴ、クラブ会報）委員長、奉仕プロジェクト委員長、
国際奉仕委員長、社会奉仕委員長、ＲＣＣ委員長、環境保全委員長、職業奉仕委員長、
ロータリー財団委員長、青少年奉仕委員長、インターアクト委員長、ローターアクト委員長、
ＲＹＬＡ委員長、青少年交換委員長、米山記念奨学委員長、
上記にはない名称の委員会委員長、入会3年未満の新会員

84クラブ・ ローターアクトクラブ　9クラブ

一般会員　13,000円
インターアクト・ローターアクト　6,500円

津島ロータリークラブ

（2026年４月５日現在）
パストガバナー
次期地区役員・委員／次期ファシリテーター
クラブ出席義務者
クラブ一般出席者
ローターアクト
インターアクト
合計

………………………………………… 11名
………… 235名

……………………………………1,375名
…………………………………… 118名

………………………………………… 31名
………………………………………… 18名

……………………………………………………1,788名

出席義務者

参加クラブ

登録料

ホストクラブ

出席者数

開 催 日
開催会場

2026年４月５日（日）

名古屋マリオットアソシアホテル
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津島ロータリークラブ（西尾張分区）

6 06

（90分）

点鐘　　　　　　　
国歌・ロータリーソング
登壇者紹介
ガバナー挨拶（5分）

移動・休憩

移動・休憩

歓迎の言葉（3分）　　
次期地区ラーニングファシリテーター挨拶（5分）
ガバナーエレクト所信表明（15分）
2026-27年度地区大会ご案内（名古屋栄ＲＣ）

10：45 ～ 12：30

12：30 ～ 13：15

12：30
12：31 ～ 12：35
12：35 ～ 12：39
12：39 ～ 12：44
12：44 ～ 12：47
12：47 ～ 12：52
12：52 ～ 13：07
13：07 ～ 13：15

16：00 ～ 16：10
16：10 ～ 16：15
16：15 ～ 16：25
16：25 ～ 16：30
16：30

13：15 ～ 14：00

14：15 ～ 15：45

16：00 ～ 16：30

（15分間）

（15分間）

10：45 ～ 12：00昼食

特別講演（45分）

分科会（90分）

本会議（30分）

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナーまとめ
次期ホストクラブ挨拶（名古屋名南ＲＣ）
講評
お礼の言葉
閉会・点鐘　　　　　　　

國府谷　俊盛
髙橋　司

鈴木　康仁
浅井　彦治
鈴木　康仁

ガバナーエレクト
次期ホストクラブ会長
ガバナー
実行委員長
ガバナー

国際ロータリー第2840地区パストガバナー

田中　久夫氏

高崎ロータリークラブ所属

鈴木　康仁
堀田　力男
浅井　彦治
鈴木　康仁
稲垣　宏高
酒井　法丈
國府谷　俊盛
山田　愼也

ガバナー
ソングリーダー（津島RC）
実行委員長
ガバナー
ホストクラブ会長
次期地区ラーニングファシリテーター
ガバナーエレクト
地区大会実行委員長

司会  大河内　勝彦／池崎　晴美
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次年度のための地区ローターアクト
ラーニングセミナー

第１分科会
（クラブ管理・会員増強）

 第２分科会
（クラブ運営）
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（公共イメージ向上）
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（社会奉仕・職業奉仕）

 第６分科会
（ロータリー財団）

 第７分科会
（青少年奉仕関係）

 第８分科会
（米山記念奨学）

 第９分科会
（入会3年未満の新会員）

会長・幹事・会長エレクト・副幹事・会
計・クラブ戦略・会員増強・危機管理

副会長・SAA・会場運営・プログラム・
親睦・クラブ奉仕・ロータリー情報

公共イメージ
（広報・雑誌・ＩＴ・会報）
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　本日は、2026‒27 年度 クラブ・リーダーシ
ップ・ラーニングセミナーにご参加いただき、
誠にありがとうございます。
　本日お集まりの皆さまは、次年度、会長を始
めとする各クラブのリーダーとしてその役割を担
われる皆さま、在籍 3 年未満の会員の皆さま、
そしてローターアクトクラブの会長・幹事の皆さ
まであります。
　このセミナーは、これまで「地区研修・協議
会」と呼ばれてきた会合にあたるものでもあり
ます。その名称が、「クラブ・リーダーシップ・
ラーニングセミナー」へと変わりました。そこに
は、それぞれが考え、学び、自らのクラブへ持
ち帰り、クラブの中で活かしていく、学びの場
であるという考え方が込められています。
　私たちのロータリーは、それぞれのクラブの
活動の積み重ねによって成り立っています。だ
からこそ、それぞれのクラブの活動そのものが
大切なのであります。
　クラブのリーダーとなる皆さまが、どのように
考え、どのようにクラブ運営に向き合われるか
が、一年のロータリーを形づくる鍵となります。
　この後、国際協議会を経て示された RI のメ
ッセージ、そしてそれを受けた次年度地区活動
方針が、國府谷ガバナーエレクトから示される
ことになります。それらを踏まえながら、それぞ
れのクラブにおいて、どのように一年を形にして
いくのか。そのことを考えることこそが、このセ

ミナーの大きな目的であります。
　また本日は、田中久夫様（高崎ロータリーク
ラブ）による「そうだったのか！？ロータリーク
ラブ！！」と題したご講演も予定されております。
ロータリーについてあらためて理解を深める貴
重な学びの機会になるものと思っております。さ
らにその後、地区の委員会による分科会が予
定されています。それぞれの分野における取り
組みや考え方に触れながら、自クラブの運営に
ついての学びを深めていただければ幸いです。
　本日一日が、皆さまにとって実り多い学びの
機会となり、その学びがそれぞれのクラブに持
ち帰られ、次年度のクラブ運営に活かされてい
くことを願い、開会にあたりましての挨拶とさせ
ていただきます。
　本日はどうぞよろしくお願いいたします。

ガバナー挨拶

ガバナー

鈴木　康仁
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　皆さま、本日はご多用の中、クラブ・リーダ
ーシップ・ラーニングセミナーにご参加いただ
き、誠にありがとうございます。ホストクラブを
代表いたしまして、心より感謝申し上げます。
　本日はここに、次年度に向けた大切な準備
の場であるクラブ・リーダーシップ・ラーニング
セミナーを開催できますことを、大変光栄に存
じます。
　日頃より地区の発展のためご尽力いただいて
おりますガバナーをはじめ、地区役員の皆さま、
そして各クラブの会長・幹事・委員長の皆さま
に、深く敬意と感謝を申し上げます。
　ロータリーは、１９０５年にポールハリスによ
って創設されて以来、「超我の奉仕」の精神の
元、世界中で奉仕活動を続けてまいりました。
そして現在、私たちは国際ロータリーの一員と
して、地域社会のみならず、世界に向けて様々
な課題解決に取り組んでおります。このセミナ
ーは、単なる会議の場でなく、志を同じくする
仲間が学び、語り合い、次年度への決意を新
たにする場であります。ここでの学びと交流が、
それぞれのクラブの活動をより充実させ、地域
社会へのより大きなインパクトへと繋がっていく
ことを確信しております。
　ホストクラブといたしましては、本日ご参加の
皆さまが、有意義な時間をお過ごしいただけま
すよう、精一杯準備を進めてまいりました。行
き届かぬ点もあると存じますが、どうぞ寛容を

たまわり、活発な討議と実り多い一日としてい
ただければ幸いです。
　ロータリーの魅力は、多様な職業・世代・
価値観を持つ仲間が、奉仕という共通の目的
のもとに集い、互いに尊重し合いながら成長で
きるところにあります。本日のセミナーが、皆さ
まにとって新たな気づきと友情を深める機会と
なりますことを心より願っております。
　結びに、本日のセミナーが成功裏に進み、
次年度の地区運営が力強くスタートできますこ
とを祈念申し上げ、歓迎の挨拶とさせていただ
きます。
　本日は、誠にありがとうございます。

歓迎の言葉

ホストクラブ会長

稲垣　宏高
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　皆さん、こんにちは。
　本日はご多用の中、「クラブ・リーダーシッ
プ・ラーニングセミナー」にご出席いただき、
誠にありがとうございます。「きたる年度におけ
る各クラブのリーダーの皆さん」は、その役割
を真摯に受け止め、その責任を果たそうという
思いで、ここに集って頂いていると拝察いたし
ます。心より敬意と感謝を申し上げる次第です。
クラブをより活性化させ、魅力あるクラブにす
るか否かは、皆さん次第である、と言っても過
言ではないでしょう。大いに期待します。私は、
次期地区ラーニングファシリテーターを務めさ
せていただきます、豊田ロータリークラブの酒
井です。よろしくお願いいたします。地区ラーニ
ングファシリテーターの役割は、クラブリーダー
と会員に学びの機会を提供するために、ガバナ
ーを支援することが大きな役割と考えています。
ガバナーと共に適切な環境作りを心がけていく
つもりです。ご協力・ご支援の程よろしくお願
いいたします。本セミナーは、知識や情報を一
方的に受け取る場ではなく、これから始まる一
年をより良いものにするために、共に考え、学
び合う場です。
　次期という立場だからこそ、今感じておられ
る期待や不安、疑問は、決して特別なもので
はなく、むしろ自然なものだと思います。今日
この場には、経験や背景の異なる皆さまが集
まっていますが、「より良いロータリーを築きた

い」という想いは同じです。ぜひ遠慮なさらず、
感じていることや考えていることを言葉にしてく
ださい。その一つひとつが、ここにいる誰かの
気づきや支えにつながります。本日の学びでは、

「正解を覚えること」よりも、「自分なりの軸を
見つけること」、そして「来期、どんなクラブ運
営をし、クラブをどう導いていくか」を考えるこ
とを大切にしていただきたいと思います。限られ
た時間ではありますが、皆さまの積極的なご参
加が、本セミナーをより実りあるものにします。
本日の学びが、来期の活動への自信とヒントに
つながることを願っております。「クラブ・リーダ
ーシップ・ラーニングセミナー」、よろしくお願
いいたします。

次期地区ラーニングファシリテーター
挨拶

次期地区ラーニングファシリテーター

酒井 法丈
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　皆さん、こんにちは。2026‒27 年度ガバナ
ーを務めさせていただく、名古屋東ロータリー
クラブの國府谷俊盛です。
　三大研修の締めくくりであるクラブ・リーダー
シップ・ラーニングセミナーが鈴木康仁ガバナ
ーのもと、津島ロータリークラブ様のホストで
盛大に開催されますことに感謝申し上げます。
　ガバナーはじめ、パストガバナー、次期ガバ
ナー補佐、次期委員長のご協力のもと、各ラ
ーニングが本日までに円滑に展開されましたこ
とにも重ねて御礼申し上げます。
　2026‒27 年度国際ロータリー会長に就任さ
れる方はナイジェリアのオラインカ・ババロラ氏
です。ローターアクトからロータリアンになられ
た生粋のロータリアンです。インカ会長は「持
続可能なインパクトを生み出そう」とのメッセー
ジを掲げられました。

　2025‒26 年度のメッセージ「よいことのため
に手をとりあおう」を手段とし、そこから生み出
された事業を、未来永劫に継承される「インパ
クトある形」にしようという継続的なメッセージ
と理解しました。さらに、インカ会長は個人の
変容について言及され、「自分自身の中に持続
可能な変化をどう生み出しているのだろう」と
問いかけられました。
　このメッセージをうけ、2026‒27 年度の地
区テーマを「元気で　なかよく　楽しく　そし
て高潔に」とさせていただきました。
　全てのロータリアンが「元気で」ご自身の職
業を全うされること。また企業内、地域の方々
との親睦を深め、「なかよく」、そして「楽しく」
活動されることを願います。こうした行動に「高
潔さ」を付加することがロータリアンの姿と思い
ます。

ガバナーエレクト所信表明

ガバナーエレクト

國府谷　俊盛
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　活動方針の中で重点としたいことを時間の
都合上、一つだけ申し述べます。
　「日本の子どもたちのために」を一つのテー
マにします。日本は「子どもの権利条約」を
批准していますが、各種の統計からその現状
は惨憺たるものです。日本の現状をご理解い
ただき、各クラブでの奉仕活動に反映させてく
ださい。
　ロータリーの最優先事項はポリオの根絶で
す。ラストマイルとなっていますが、ポリオは根
絶しなければ意味がありません。各クラブでの
ドネーション活動を基盤とし、新たな形で展
開する RDF にご協力をお願い申し上げます。

　バタフライエフェクトという言葉があります。
小さな蝶の羽ばたきがハリーケーンになるか、
を検証しようとした気象学者に端を発した言葉
です。私たちの活動は地球規模から見れば、
蝶の羽ばたきにも満たない事かと思いますが、
インカ会長とともに「持続可能なインパクトを」
生み出そうではありませんか。2026‒27 年度
が素晴らしい一年になりますようにご理解、ご
協力をお願い申し上げ、所信表明とさせていた
だきます。ありがとうございました。
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　皆様、こんにちは。
　本日は貴重な PR のお時間をいただき誠にあ
りがとうございます。地区大会実行委員長の山
田愼也です。昨年 4 月シカゴでのＲＩ規定審議
会で " 地区大会の開催は義務ではなくなる"と
いう議案が承認されました。これはつまりガバ
ナ－の裁量で地区大会を進めることが出来ると
言う事です。本年度は國府谷ガバナ－エレクト
の意向を尊重して従来の 2 日間開催から 1 日
開催へと新しい形で実施いたします。限られた
時間ではありますが、その分内容を凝縮し充実
した時間となるよう準備を進めております。地
区大会は私達がロータリアンとして団結し、世

界に希望を生み出すためのエネルギーを充電す
る大切な場です。新入会員の皆様にとっても、
ロータリ－の広がりを肌で感じる絶好の機会と
なります。私はこの大会を、喜び・学び・友愛
の共有を目指して大会を盛り上げていきます。
　最後に、名古屋栄ホストクラブ会員一同、
皆様とエスパシオキャッスルの地でお会いでき
る事を心より楽しみにしております。
　是非、多くの会員様お誘い合わせの上でご
登録をお願い申し上げ PR のご挨拶と致しま
す。
　ありがとうございました。

2026-27年度
地区大会ご案内

2026-27 年度　地区大会実行委員長

山田　愼也
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　講演者は元ガバナーの田中氏で、自身の著
書『そうだったのか！？ロータリークラブ！！』
の内容を交えながら、選ばれるクラブになるた
めの条件や、リーダーの在り方についてユーモ
アを交えて語って頂きました。
導入：最近の講演活動と「忘れられない
出来事」
皆さん、こんにちは。たくさんの方に迎え入れ
ていただきありがとうございます。今年は 1 月
から数えて今日が 14 回目の講演になります。
1 週間前は鎌倉、その前は東京、茨城と回っ
てきました。
中でもちょうど 1 ヶ月前、山口県長門市の湯
本温泉での出来事は忘れられません。安倍首
相とプーチン大統領が会談した「大谷山荘」
の近くの旅館で講演した際、お風呂に入ってい
る間に、私の下着から浴衣まで全部盗まれて
しまったのです。
犯人は私と同じくらいの年齢の男性で、あろう
ことか私の下着まで全部履いていました。「俺
のはなくなったから、お前のもらった」とわけ
のわからないことを言うのです。結局、旅館の
人に新しい浴衣を持ってきてもらいましたが、
その男は名古屋から来たバスツアー客でした。
名古屋の方、大観光旅館の大浴場ではロッカ
ーを使いましょう（笑）。

講演テーマ：選ばれるクラブになるために
本日のテーマは、著書と同じ「そうだったの
か！？ロータリークラブ！！」です。スライドは
70 枚用意しましたが、45 分では到底終わり

ません。途中までお話しして、残りは私の本を
読んでいただくということで……（笑）。この本
はクリスマス・イブに出版し、1 ヶ月で 3,000
部売れました。

1. クラブは「選ばれる側」である
大事なのは、これから入ろうとする人は「どの
クラブに入るか」の決定権を持っているという
ことです。私たちは選ばれる側の立場にありま
す。
名門の条件：愛知県で言えば「名古屋ゴル
フ・クラブ」のような名門は、お金を払えば誰
でも入れるわけではありません。「この人なら
入ってほしい」とクラブ側が判断するからこそ
名門なのです。
京都南 RC の例：現在、京都で一番人気が
あるのは「京都南ロータリークラブ」です。会
員数 250 名に対し、50 名が空きを待ってい
る状態です。年会費は 90 万円（月 5 万円＋
寄付等）と高額ですが、それでも入りたいと思

特別講演

国際ロータリー第 2840 地区パストガバナー
（高崎ロータリークラブ所属）

田中　久夫　氏
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わせる「格」があるのです。

2. クラブを育てる 3 つの要素：水・土・種
お花を育てるのに「水・土・種」が必要なよ
うに、クラブ運営にも3 つの要素があります。
要素 ロータリーにおける意味 役割
土 クラブの文化・居心地 種をまく土壌。親
睦やインクルージョンの雰囲気。
種 新会員（ダイバーシティ） 新しい感性を持
つ仲間。素直で楽天的な人が望ましい。
水 現会員の資質（エクイティ） 新会員に注ぐ
水の質。寛容で公平な配慮。

リーダーと会員の在り方
駄目な会長の 5 つのタイプ
無責任型：1 年を無難にやり過ごせばいいと
考える。
言い逃れ型：量より質だと言って、会員増強
から逃げる。
自己中型：自分がいる間だけ楽しければいい。
保身型：新しい人が入ると今の和が乱れると
恐れる。
定員固執型：勝手に決めた定員を理由に門戸
を閉ざす。

「老害」にならないために
シニア会員（私も含めて）が気をつけるべき

「老害」の定義は 2 つあります。
自分のことをいつも正しいと思い込んでいる。
自分に意見する人を「生意気だ」と思う。
老害の特徴：
人の話を聞かない、話が長い、説教臭い。
古い価値観を押し付け、年上というだけで威
張る。
自分が間違っていても絶対に謝らない。

漢字で見る「ロータリアン」の 2 つの姿
シニアになっても、どちらの「ロータリアン」で
あるべきかは明白です。
悪い「老太狸暗」
老：自分のことだけに執着する。
太：口先だけで行動が伴わない。
狸：汗をかかないように振る舞う狡猾な人。
暗：周囲を暗くする負のオーラを持つ人。
良い「朗多利安」
朗：明るく、みんなから慕われる。
多：多くの友人に囲まれ、信頼されている。
利：周囲に利益をもたらし、皆を幸せにする。
安：いるだけで周囲が安心する、愛情あふれ
る人。

結び：新会員への接し方
ジェニファー・ジョーンズ（初の女性 RI 会
長）は、「雑草に水はやらなくていい。花を咲
かせる植物に水をやりなさい」と言いました。
クラブに貢献しない「雑草」にかける時間が
あるなら、新しい「花」を育てるべきだという
意味です。
また、新会員を入れる際は必ず面接をしてくだ
さい。あえてプレッシャーを与え、「5 人の中
から受かったのはあなただけだ」と伝えること
で、クラブに対する所属意識（ビロンギング）
が高まるのです。
最後になりますが、シニアの役割は「口は出さ
ない、金は出す」。これに尽きます。そうすれ
ば若手からも可愛がられる存在になれるはず
です。

講演はロータリーの本質を突いた非常に密度
の濃い内容でした。
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テーマ

元気で なかよく 楽しく そして 高潔に
～ 新たな視点からの挑戦 ～

司会／佐治　勝（名古屋東RC）

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第1・2分科会次第

1
元気で　なかよく　楽しく
そして  高潔に
～新たな視点からの挑戦～

DGE
L ガバナーエレクト 國府谷　俊盛

（名古屋東RC）

2 各クラブの想いを一つに 
― ロータリードネーションフェスタ PDG パストガバナー

次期 RDF 実行委員長
吉川　公章
（名古屋南RC）

3 Missing JAPAN PORTAL SITE
～ 知らなかったでは損します ～ PDG パストガバナー

地区行動計画推進リーダー
伊藤　靖祐

（江南RC）

4 ロータリーの危機管理に
ついて L 次期危機管理委員長 中山　信義

（名古屋錦RC）

5 RLI とファシリテーターに
ついて L 次期地区ラーニング副委員長 森井　晴生

（尾張旭RC）

6 会員増強について L 次期会員増強委員長 木所　壮太
（豊橋東RC）

7 まとめ・講評 次期ガバナー補佐 夏目　工
（新城RC）

8 閉会の辞 次期筆頭地区副幹事 佐治　勝
（名古屋東RC）
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テーマ

元気で なかよく 楽しく そして 高潔に
～ 新たな視点からの挑戦 ～

司会／佐治　勝（名古屋東RC）

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第1・2分科会次第

　第１・2 分科会は、「元気で なかよく 楽しく そ
して高潔に　～新たな視点からの挑戦～」を分
科会のテーマに開催されました。 
　國府谷俊盛　ガバナーエレクト　
　「元気で なかよく 楽しく そして 高潔に ～新た
な視点からの挑戦～」
　クラブの核となる次年度の会長や各委員長を
対象に、次年度の地区活動方針について様々な
気づきを得て各クラブに持ち帰っていただく分科
会である旨をご説明頂きました。
　吉川公章　次期 RDF 実行委員長　
　「各クラブの想いを一つに ― ロータリードネー
ションフェスタ」 
　ポリオ根絶に向けたこれまでの歴史と現状につ
いて触れられ、各クラブ主体の寄付活動が大き
な成果を上げていることを評価されました。わず
か 24 円で一人の子供の命を救える意義を強調
され、さらなる活動推進のため、次年度に開催
予定の「ロータリードネーションフェスタ」への
積極的な参加と協力を呼びかけられました。
　伊藤靖祐　地区行動計画推進リーダー　
　「Missing JAPAN PORTAL SITE ～知らなか
ったでは損します～」
　ロータリーの行動計画を各クラブで実践するた
めのツールとして、「JAPAN PORTAL SITE」の
具体的な活用方法についてご説明頂きました。 
3 年間継続するローリング目標の確認や、クラブ
の健康度チェック、現状データの閲覧手順などを
実演されました。さらに、My ROTARY のラー
ニングセンターを用いた各種研修の受講方法な
ど、実践的な行動計画の進め方についてご説明
頂きました。
　中山信義　次期危機管理委員長　
　「ロータリーの危機管理について」 
　2004 年の大阪世界大会での事件を契機とし
た危機管理委員会の設立経緯についてご説明頂
きました。青少年保護やハラスメントに関する方
針、事案発生時のクラブおよび地区の責任、72
時間以内の報告義務などについてご説明頂きまし

た。 具体的なモデルケースを提示し、ハラスメン
トに対してはゼロ・トレランス（一切容認しない）
方針で臨み、適切な対応を取るべきであると呼び
かけられました。
　森井晴生　次期地区ラーニング副委員長　
　「RLIとファシリテーターについて」
　ロータリーの研修が、従来の正解を教える「ト
レーニング」から、参加者が対話を通じて自ら
気づきを得る「ラーニング」へと移行している背
景についてご説明頂きました。RLI（ロータリー・
リーダーシップ研究会）の各パートを通じて、会
員同士が学び合い、ファシリテーターがその学び
を支援することで、クラブの活性化や持続可能性
を高めていくことの重要性についてご説明されま
した。
　木所壮太　次期会員増強委員長　
　「会員増強について」 
　会員の減少と退会防止が当地区の喫緊の課題
である現状を踏まえ、田中久夫パストガバナーの
著書や取り組みを紹介しながら会員増強のノウハ
ウについてご説明頂きました。「入会促進」、「参
加促進」、「新クラブ結成推進」の 3 つのポイン
トを挙げ、女性会員や若手会員の増強による多
様性の確保と、帰属意識を高める環境づくりの
重要性についてご説明頂きました。
　夏目　工　次期東三河分区ガバナー補佐　
　「まとめ」
　 第 1・２分科会のまとめとして、本日の分科会
で得られたポリオ根絶、行動計画、危機管理、
ラーニング、会員増強といったテーマに関する多
くの気づきを持ち帰り、次年度の各クラブでの運
動展開や活性化に活かしていくよう呼びかけられ
ました。

第 1･2 分科会報告

次期会員増強委員長

木所　壮太
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テーマ

（名古屋東RC）

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第3分科会次第

ロータリーの公共イメージの目的を考えよう

司会／藤原　浩章

1 開会の辞 次期地区スタッフ 小林　靖浩
（名古屋東RC）

2 リーダー挨拶 L 次期公共イメージ向上委員長 古市　晃久
（半田RC）

3 フリートーク
～ロータリーの公共イメージ向上とは？～ AL 次期公共イメージ向上副委員長 加藤　雄一郎

（岡崎RC）

4 ロータリーの公共イメージ
向上について AL 次期公共イメージ向上副委員長 小笠原　徹之

（高浜RC）

5 MyROTARY の登録と活用 AL 次期公共イメージ向上副委員長 真野　寿樹
（稲沢RC）

6 ロータリーの友について 次期ロータリーの友
地区代表委員

池森　由幸
（名古屋千種RC）

7 まとめ・講評 次期ガバナー補佐 鈴木　宏司
（半田南RC）

8 閉会の辞 次期地区スタッフ 小林　靖浩
（名古屋東RC）
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テーマ

（名古屋東RC）

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第3分科会次第

ロータリーの公共イメージの目的を考えよう

司会／藤原　浩章

　第３分科会では「ロータリーの公共イメージの
目的を考えよう」というテーマで開催しました。
　まず初めに、小林次期地区スタッフより開会
の挨拶、続いて古市次期委員長よりリーダー挨
拶がありました。
　次に「フリートーク」の時間を設けました。席
の近い人同士で、グループディスカッションを行
い、公共イメージ向上について思うこと、公共イ
メージを向上させる必要性について話し合ってい
ただきました。その後、各グループの発表を行っ
ていただいたうえで次の内容に進んでいただく予
定ということもあり、ディスカッションでは各グル
ープならではの話題が発表され大変充実した内
容だと感じました。
　次に小笠原次期副委員長よりロータリーの公
共イメージ向上についての卓話をパワーポイント
にて説明していただきました。内容は、１．公共
イメージ向上とは　２. ロータリーの公共イメー
ジ向上の必要性（目的）　３．公共イメージを
向上させる方法　　４．地区公共イメージ向上
委員会の活動内容でした。『公共イメージ』の
定義についての説明の後、なぜ公共イメージを
向上させる必要があるのかを参加者に問いかけ、
そして公共イメージ向上のための具体的な方法
を説明しました。事前にフリートークで参加者の
皆さんが話していた内容との相違を確認しながら
聞いていただくことができました。初めて公共イ
メージ向上委員会に携わる人に対しても伝わりや
すい内容だと感じました。
　「My ROTARY の登録と活用」では、真野次

期副委員長が、参加された各クラブの担当者に
My ROTARY への登録を推進していただくよう
お願いしました。登録だけでなく活用していくた
めに、My ROTARY にはロータリーの理念や、
プロジェクトの立ち上げ方など困ったときに役に
立つ情報が多く掲載されているということを紹介
しました。
　次に「ロータリーの友」について、池森ロー
タリーの友次期地区代表委員から、ロータリー
の友はロータリアン向けの情報誌であるがこれら
の情報を世の中にどのような手段で誰が伝えるの
かが今後の課題であることをお伝えした。電子
媒体はこれまでのロータリーの友がアーカイブに
なっており、検索機能も充実しているため、ぜひ
ご活用いただきたいということをお話ししました。
　最後に鈴木次期ガバナー補佐より、ロータリ
ーにとっての公共イメージの大切さ、今回の学び
を会員一人一人が実践することが重要だといっ
た主旨のご講評をいただきました。

第３分科会報告

次期公共イメージ向上委員長

古市　晃久
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テーマ

司会／鏡　哲也（名古屋東RC）

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第4分科会次第

元気で、なかよく、楽しく、国際奉仕活動をしよう！

1 開会の辞 次期地区スタッフ 陰地　豪
（名古屋東RC）

2 リーダー挨拶 L 次期国際奉仕委員長 鈴木　拓将
（名古屋宮の杜RC）

3 アシスタントリーダー挨拶 AL 次期地区ロータリー奉仕
副委員長

日野　典子
（愛知長久手RC）

4 アシスタントリーダー挨拶 AL 次期分区幹事 平山　文生
（西尾KIRARARC）

5 国内でできる国際奉仕活動 AL 次期国際奉仕副委員長 筒井　健
（岡崎城南RC）

6 海外でできる国際奉仕活動 AL 次期国際奉仕副委員長 江松　央統
（名古屋名南RC）

7 質疑応答・意見交換 L 次期国際奉仕委員長 鈴木　拓将
（名古屋宮の杜RC）

8 まとめ・講評 次期ガバナー補佐 榊原　章
（西尾KIRARARC）

9 閉会の辞 次期地区スタッフ 陰地　豪
（名古屋東RC）
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テーマ

司会／鏡　哲也（名古屋東RC）

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第4分科会次第

元気で、なかよく、楽しく、国際奉仕活動をしよう！

　第 4 分科会は地区内 84 全てのクラブで国際
奉仕活動を行ってもらうことを目的に、様々な国
際奉仕活動の在り方を紹介させていただきまし
た。
　まずは鏡次期地区副幹事の司会のもと陰地次
期地区スタッフの開会のご挨拶で分科会をスタ
ートしました。
　私からこの会の主旨や目的についてお話させて
いただき、日野次期地区ロータリー奉仕副委員
長より地区ロータリー奉仕委員会の役割や地区
国際奉仕委員会の役割などをお話いただきまし
た。続いて平山次期分区幹事からは自クラブで
ある西尾 KIRARA さんのやられている国際奉仕
活動を例えに挙げていただきこれからの国際奉
仕活動の考え方についてご挨拶いただきました。
　そして筒井次期国際奉仕副委員長より「国内
でできる国際奉仕活動」について様々な事例を
もとに紹介していただきました。地区国際奉仕委
員会では 3 年前から海外だけでなく、国内でで
きる国際奉仕活動について推奨してきました。外
国人労働者が多くなっている現在、その方々を
巻き込んだ街づくりをしていくことが国際奉仕活
動に繋がることをお伝えしました。
　次に江松次期国際奉仕副委員長より「海外で
できる国際奉仕活動」について紹介していただき
ました。海外での国際奉仕活動はお金がかかる
こと、海外の繋がりが無いなど活動することが大
変難しいです。国際奉仕委員会では昨年カンボ
ジアの学校を紹介し、豊田・東南・名南の 3 ク
ラブの保健室寄贈活動支援をさせていただきま

した。後進国の学校にはまだ保健室がありませ
ん。保健の先生もいないのですが、保健室がな
いため子どもたちの成長記録がありません。定
期的に身長や体重を測ったり、気分の悪い時に
少し横になれるベッドがあるだけでいいのです。
10 万円〜 20 万円の予算で海外の学校と繋ぎ、
保健室を寄贈するお手伝いをさせていただく事を
伝えさせていただきました。
　最後にまとめ・講評として榊原次期ガバナー
補佐よりクラブだけで考えず、地区の関係した委
員会を活用していくメリットや、国際交流と奉仕
活動の違い、海外だけではない国際奉仕の在り
方など様 な々視点から参加された皆様へアドバイ
スをいただきました。
　これをスタートに 1 つでも多くのクラブが楽し
い国際奉仕活動ができるよう1 年間しっかり支
援させていただきますので、どうぞ地区国際奉仕
委員会をご活用ください。
ありがとうございました。

第４分科会報告

次期国際奉仕委員長

鈴木　拓将
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テーマ

司会／寺尾　洋太（名古屋東RC）

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第5分科会次第

新たな視点で、次への挑戦
～ 四つのテストと超我の奉仕の実現 ～

1 開会の辞 次期地区副幹事 寺尾　洋太
（名古屋東RC）

2 リーダー挨拶 L 次期社会奉仕委員長 八木　生義
（名古屋名東RC）

3 リーダー挨拶 L 次期職業奉仕委員長 加藤　徹
（あまRC）

4 リーダー挨拶 L 次期地区ロータリー奉仕
副委員長

佐々木　利政
（豊橋RC）

5 リーダー挨拶 L 次期地区ロータリー奉仕
副委員長

加藤　厚
（名古屋昭和RC）

6 社会奉仕について AL 次期社会奉仕副委員長 加藤　健
（名古屋守山RC）

7 環境保全について AL 次期社会奉仕副委員長 片平　博己
（江南RC）

8 RCC について AL 次期社会奉仕副委員長 高橋　信郎
（瀬戸RC）

9 四つのテストと職業奉仕 AL 次期職業奉仕副委員長 倉内　勝広
（名古屋守山RC）

四つのテストに照らした
会社案内 L 次期職業奉仕委員長 加藤　徹

（あまRC）

各クラブ職業奉仕
委員長へのご依頼 AL 次期職業奉仕副委員長 岩村　幸正

（春日井RC）

質疑応答

まとめ・講評 次期ガバナー補佐 加藤　久雄
（名古屋葵RC）

閉会の辞 次期地区副幹事 寺尾　洋太
（名古屋東RC）
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テーマ

司会／寺尾　洋太（名古屋東RC）

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第5分科会次第

新たな視点で、次への挑戦
～ 四つのテストと超我の奉仕の実現 ～

　本セミナーは、次年度に向けたクラブ運営の理解
促進および各委員会活動の充実を目的として、社会
奉仕委員会と職業奉仕委員会の共同により開催いた
しました。各クラブより多数のご参加をいただき、活
発な学びと交流の機会となりましたことに、心より御
礼申し上げます。
　開会にあたり、地区社会奉仕委員長 八木より、社
会奉仕の意義と本セミナー開催の目的について挨拶
を行い、続いて加藤職業奉仕委員長より、職業奉
仕の視点から本セミナーの重要性について説明がな
されました。また、本年度の共通テーマである「新
たな視点で、次への挑戦」並びに「四つのテスト」と

「超我の奉仕」の実現について共有され、両委員会
が連携して取り組む意義を確認したうえで、セミナー
は開始されました。前半では、社会奉仕委員会より、
地区社会奉仕委員会の役割と具体的な活動内容につ
いて説明を行いました。地区内各クラブの社会奉仕
活動が円滑かつ効果的に実施されるよう、委員長会
議の開催、各クラブへ訪問しての卓話、年度末にお
ける活動報告の取りまとめおよび地区サイトへの掲載
などを通じて、情報提供と支援を行っていることを紹
介いたしました。さらに、各クラブの取り組みを共有
することにより、新たな発想や気づきが生まれ、活動
の質の向上とクラブ間の連携強化につながる「好循
環」が生まれることの重要性についても説明いたしま
した。情報共有は単なる報告ではなく、次の活動を
生み出すための重要なプロセスであることを改めて認
識する機会となりました。また、社会奉仕は特定の
委員会にとどまらず、国際奉仕・職業奉仕・青少年
奉仕すべてに通じるロータリーの根幹であることを強
調いたしました。その実践の指針として、「四つのテス
ト」―「真実かどうか」「みんなに公平か」「好意と
友情を深めるか」「みんなのためになるかどうか」―
を常に意識すること、そして「超我の奉仕」の精神
に基づき、自己を超えて他者のために行動することの
重要性について共有いたしました。後半では、職業
奉仕委員会より、職業奉仕の基本的な考え方と実践
事例について説明が行われました。各自の職業を通

じて社会にどのように貢献するかという視点から、倫
理観と責任ある行動の重要性が示されました。特に

「新たな視点で、次への挑戦」というテーマのもと、
従来の枠にとらわれない発想で職業奉仕を実践してい
く必要性が強調されました。
　さらに、「四つのテスト」を会社経営に当てはめ、
経営判断・社員教育・顧客対応といった具体的な場
面において実践することの重要性が共有されました。
意思決定においては透明性と公平性を重視し、社員
教育においては誠実さと倫理観を育み、顧客対応に
おいては相手の立場に立った行動を徹底することが、
信頼される企業づくりにつながるとの考えが示されま
した。そして、その根底には「超我の奉仕」の精神、
すなわち自己の利益を超えて社会や他者のために尽く
す姿勢があることが強調され、職業奉仕の本質に対
する理解が一層深まる内容となりました。また、社会
奉仕と職業奉仕が相互に補完し合いながら、ロータ
リー活動全体を支えていることが改めて確認されまし
た。本年度のテーマに基づき、各クラブにおいても従
来の活動を見直し、新たな発想を取り入れることで、
より効果的な奉仕活動へと発展させていくことの重要
性についても呼びかけを行いました。特に、活動の積
極的な発信により、その価値が共有され、他クラブ
の新たな挑戦へとつながることが期待されます。
　本セミナーを通じて、参加者の皆様が社会奉仕お
よび職業奉仕への理解を深め、次年度に向けた具体
的な行動への意識を高めていただけたものと確信して
おります。今後も、社会奉仕委員会および職業奉仕
委員会が連携し、各クラブの活動支援と地区全体の
奉仕活動のさらなる発展に努めてまいります。

第５分科会報告

次期社会奉仕委員長

八木　生義
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クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第6分科会次第

テーマ

ロータリー財団を学んで理解しよう！

司会／津坂　守英（名古屋城北RC）

1 開会の辞 次期ロータリー財団副委員長 津坂　守英
（名古屋城北RC）

2 リーダー挨拶 L 次期ロータリー財団委員長 江川　泰彦
（名古屋清須RC）

3 ポリオ根絶に向けて AL 次期ポリオプラス／
職業研修チーム委員長

田中　一成
（名古屋守山RC）

4 ロータリーのクレジットカード 次期ロータリー財団副委員長 藤野　直子
（名古屋名東RC）

5 資金管理 PDG パストガバナー
次期資金管理委員長

酒井　法丈
（豊田RC）

6 寄付と認証 AL 次期資金推進委員長 宮田　勇人
（岡崎RC）

7 補助金 AL 次期補助金委員長 柴田　征充
（豊田RC）

8 奨学生 AL 次期グローバル奨学生・
平和フェロー委員長

長瀬　廣幸
（名古屋みなとRC）

9 職業研修チーム AL 次期ポリオプラス／
職業研修チーム委員長

田中　一成
（名古屋守山RC）

補助金利用に際しての
基本事項 次期ロータリー財団会計長 鈴木　康生

（豊田RC）

まとめ・講評 次期ガバナー補佐 大野　東秀
（尾張中央RC）
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クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第6分科会次第

テーマ

ロータリー財団を学んで理解しよう！

司会／津坂　守英（名古屋城北RC）

　第６分科会では、約 128 名の方にご参加い
ただき、【ロータリー財団を学んで理解しよう！】
のテーマで分科会を開催させていただきました。
　次期財団委員長リーダー挨拶では、財団を身
近に感じていただく思いでご理解とご協力また財
団プログラムの運営にあたり多大なご寄付と活用
にお礼申し上げアシスタントリーダーの寄付活動
内容の報告に繋げてお礼も申し上げました。
　恒久基金の寄付は投資され利用可能な収益
の一部が毎年、役立てたいと考える財団プログ
ラムの長期的な安定と財源が確保され現在支援
している活動を末永く支援することが可能になり
ます。また寄付先も国際活動資金・シェア・重
点分野と寄付使途を指定できます。
　26-27 年度より恒久基金のお一人あたり20ド
ルの地区目標の変更が大きく変わりロータリアン
の恒久基金の理解をして頂き恒久基金の安定と
枯渇することがないように無理のない範囲で１歩
ずつ積み重ねのお願いをしました。
　恒久基金とは、その名のとおり、未来のロータ
リアンへ活動資金を引き継ぐための基金です。
　ご寄付いただいた元金は使わず、運用益のみ
を活用することで、何年先、何十年先も、平
和、教育、水と衛生、疾病予防など、ロータリ
ーの奉仕活動を支え続けます。
　私たちの思いを「未来への贈り物」として残
す仕組みが、この恒久基金です。
　各アシスタントリーダーよりポリオプラスではロ
ータリー最優先でのポリオ根絶や啓蒙活動の取
り組みや現状報告と世界ポリオデー（WPD）や
各イベント、次年度からロータリードネーション
フェスタでの寄付活動の推進もされポリオの現状
が理解できたと思います。
　ロータリーカードではクラブ内でカードを保有
して頂き、例会運営費や人頭分担金・寄付金
で利用例の話をされ大変関心がありました。２月
の補助金管理セミナーアンケートで多数のクラブ
から申し込みの回答があり財団としても大変嬉し

く思います。
　資金管理から授与と受託の条件に適合し
MOU のサインの重さを感じていただき公金の意
識をもっていただきました。ポール・ハリス・ソ
サエティ・ポリオプラス・ソサエティの皆様には
財団の活動や報告をニュースレターで定期的に
配布しています。寄付認証の推進と登録数をお
願いしました繰り返しになりますが年次基金・ポ
リオ・恒久基金のご協力もお願いして補助金の
申請書や報告書のルール化を改めて説明されま
した。地区補助金・グローバル補助金の地域の
活性化や持続可能な事業も併用してお伝えしま
した。
　グローバル奨学生の近況報告や新しく地区補
助金奨学生もプログラムとして始まりました。ロ
ータリー財団本部直接支給の奨学金プログラム
ロータリー平和フェローシップも第 2760 地区よ
り５名の奨学生も紹介しました。
　職業研修チームの母子の健康・教育と識字率
の向上での保健室の設置や養護教員の育成のあ
らたな第 2760 地区の VTT 事業の取り組みも
関心をもたれました。
　まとめとして次年度大野ガバナー補佐より寄付
の使途や財団の取り組みのご理解とご協力のお
願いしていただきました。
　参加された方には貴重なお時間を頂き、財団
を少しでも理解され関心いただき有意義な分科
会を閉じさせていただきました。

第６分科会報告

次期ロータリー財団委員長

江川　泰彦
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クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第7分科会次第

青少年奉仕は楽しく高潔に・・・

司会／淺見　敏範（名古屋東RC）

テーマ

1 開会の辞 次期地区副幹事 淺見　敏範
（名古屋東RC）

2 リーダー挨拶 L 次期地区ロータリー奉仕委員長 澤田　文雄
（豊田東RC）

3 アシスタントリーダー挨拶 AL 次期地区ロータリー奉仕
副委員長

藤田　守彦
（名古屋丸の内RC）

4 インターアクトについて AL 次期インターアクト委員長 朝比奈　幸生
（豊田RC）

5 RYLA について AL 次期 RYLA 委員長 竹内　幹尚
（豊川RC）

6 青少年交換について AL 次期青少年交換委員長 福田　功二
（豊田RC）

7 学友について AL 次期学友委員長 大橋　均
（知立RC）

8 ローターアクトについて AL 次期ローターアクト委員長 柳原　茂
（豊橋RC）

9 質疑応答

まとめ・講評 次期ガバナー補佐 加藤　謙一
（名古屋宮の杜RC）

閉会の辞 次期地区副幹事 淺見　敏範
（名古屋東RC）

10

11
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クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第7分科会次第

青少年奉仕は楽しく高潔に・・・

司会／淺見　敏範（名古屋東RC）

テーマ

　次期地区ロータリー奉仕委員長　澤田文雄
　皆さんこんにちは。次年度も地区青少年奉仕委
員長を務めます澤田です。青少年奉仕は五大奉仕
の一つであり、他の奉仕と深く関わりながら、ロー
タリーの理念を次世代へつなぐ重要な役割を担っ
ています。國府谷ガバナーエレクトの方針「元気で 
仲良く 楽しく そして 高潔に」のもと、奉仕の精神
を大切にし、やりがいと楽しみを持って活動してま
いります。コンプライアンスを遵守しつつ、青少年
の学びと出会いの機会を支えてまいりますので、ご
協力をお願いいたします。

　次期地区ロータリー奉仕副委員長　藤田守彦
　ご紹介いただきました、地区ロータリー奉仕副委
員長の藤田でございます。今年度はローターアクト
とRYLA を担当いたします。五大奉仕の一つであ
る青少年奉仕の理解を深めるためにも、ぜひロータ
ーアクトや RYLA の活動に積極的に関わっていただ
き、学びの機会としていただければ幸いです。簡単
ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。

　次期インターアクト委員長　朝比奈幸生
　①インターアクトクラブの活動目的・内容、②当
地区全体の状況、③インターアクト委員会の活動目
的・内容、④次年度の事業内容・スケジュールに
ついて説明を行いました。また、春日丘高校３年根
木珠光さん、大成高校２年村上悠大さんが、日頃
の実際の活動内容についてパワーポイントを活用し
た素晴らしいプレゼンを行い、参加者の反応も大
変好評でした。

　次期 RYLA 委員長　竹内幹尚
　第 35 回ロータリー青少年指導者養成（RYLA）
セミナーは 2027 年 3 月 20 ～ 21 日に開催予定。
次年度委員長として基本構想を示した。本構想は、
人が変わる契機を創出することを目的とし、短期集
中ながら深い対話と内省を通じて人間力を育成す
る。対象は 16 ～ 30 歳の多世代で、同世代の安
心感と異世代の刺激を融合する。セミナー後も継
続的な活動や交流を通じ、地域社会に貢献するリ
ーダー「RYLArian」育成を目指す。

　次期青少年交換委員長　福田功二
　ロータリー青少年交換事業の目的や仕組み、3
年間にわたるプログラム内容（候補生・派遣・帰
国後）について理解を深めました。あわせて、クラ
ブの役割や受入体制、青少年保護の重要性、現
状の課題についても共有され、今後の事業推進に
向けた認識を高める有意義な機会となりました。

　次期学友委員長　大橋　均
　愛知ロータリー学友会は、RI の認証を受けた、
ロータリーの地区青少年プログラムを終了した、学
友の集まりです。コミュニティの場として、学友同士
が、あるいは、ロータリーと共に、親睦を深める場
として、活動していきます。また、青少年のボラン
ティア活動にも一緒に参加しています。そして、この
活動を支えるのが学友委員会です。青少年プログ
ラムの提唱クラブの役目も持っています。ロータリー
メンバーの更なる支援をお願いいたします。

　次期ローターアクト委員長　柳原 茂
　ローターアクトは、2020 年以降、青少年奉仕プ
ログラムから外れ、国際ロータリーの会員です。地
区内では 7 つの地域社会基盤、2 つの大学基盤の
計 9 つのクラブで総勢 131 人が活動し、34 のス
ポンサー RC からご支援いただいています。米本直
樹地区 RA 代表のもと、「ゆうわ」をテーマに活動
していきます。会員増強をボランティアサイト・SNS
による募集、インターアクトからの移行、企業派
遣、新クラブ創立で進めますのでご協力をお願いし
ます。

　講評　次期ガバナー補佐　加藤謙一
　本日は 3 点お伝えいたします。まず、青少年事
業は皆様の地区人頭分担金によって成り立ってい
ます。ロータリアンとして、その意義を自信を持って
発信してください。次に、私自身も地区協で青少年
奉仕の魅力に触れ、ご縁をいただきました。ぜひ本
日の内容をクラブへ持ち帰り共有をお願いいたしま
す。最後に、時間が押すほどの熱意ある発表でし
た。各委員会の想いを受け止め、引き続きご支援
をお願いいたします。

第７分科会報告

次期地区ロータリー奉仕委員長

澤田　文雄
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未来に向かって、世界平和の架け橋になろう

テーマ

司会／森川　真樹（名古屋東RC）

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第8分科会次第

1 開会の辞 次期地区スタッフ 大上　隼人
（名古屋東RC）

2 リーダー挨拶 L 次期米山記念奨学委員長 神谷　恵理
（愛知長久手RC）

3 寄附増進について AL 次期米山記念奨学副委員長 武山　卓史
（名古屋丸の内RC）

4 奨学生選考について AL 次期米山記念奨学副委員長 七田　隆二
（名古屋守山RC）

5 世話クラブの役割について AL 次期米山記念奨学委員 山田　圭
（知立RC）

6 地区委員会の活動について AL 次期米山記念奨学副委員長 森　正志
（名古屋和合RC）

7 質疑応答 L 次期米山記念奨学委員長 神谷　恵理
（愛知長久手RC）

8 グループ討議 次期米山記念奨学委員会 メンバー全員

9 まとめ・講評 次期ガバナー補佐 伊藤　隆守
（豊田三好RC）

閉会の辞 次期分区幹事 石川　道男
（豊田三好RC）10

26 27



未来に向かって、世界平和の架け橋になろう

テーマ

司会／森川　真樹（名古屋東RC）

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第8分科会次第

　各クラブの米山記念奨学委員長に多数出席賜り、
「未来へ向かって、世界平和への架け橋になろう」
をテーマに、第８分科会（地区米山記念奨学委員
会）は皆様ご協力のおかげで和やかな雰囲気の分
科会となりました。
　森川 真樹 地区副幹事司会のもと、大上 隼人 地
区スタッフより開会の辞を頂き進行して参りました。
　まず、私の方からはリーダーとして、米山記念奨
学事業の全体像をご理解頂く為に地区米山記念奨
学委員会の組織・役割と一年間の行事活動予定、
また公益財団法人米山記念奨学会の概略をご説明
し、地区米山記念奨学委員会が主催しました奨学
生対象の事業を DVD 映像にまとめたものを皆様に
ご覧頂きました。（この DVD 映像は、10 月の米山
月間に地区米山記念奨学委員会の委員が各クラブ
に卓話でお邪魔した際には、ロータリーメンバーの
方々にもご覧頂き、奨学委員会の理解を深めていた
だく一助となればと活用しております。）
　続きまして、４名の副委員長・委員から順に、４
つの主要な観点から米山記念奨学についてご説明さ
せて頂きました。
　「寄付増進について」武山 卓史 副委員長より
　2025 年 6 月 30 日現在の資料から、全国からの
視点で第 2760 地区の寄付状況と、第 2760 地区
の中での各クラブ状況を説明し、普通寄付と特別寄
付の違い、税制上の優遇について、また寄付率につ
いての内容を中心に、第 2760 地区での採用奨学
生数は、寄付の総額と寄付率によって決定すること
をご説明し、2026-27 年度寄付増進へのご協力を
皆様にお願いさせて頂きました。
　「奨学生選考について」七田 隆二　副委員長より
　4 月に公益財団法人米山記念奨学会が行う対象
留学生の人数アンケートに始まり推薦指定校の選定
や推薦枠の割り振り、推薦指定校への説明会を経
て 10 月の奨学生募集。そして 1 月の面接と、1 年
間の流れを皆様にご説明致しました。
　今年度も1 月の面接において約 120 名の応募者
の中から37 名の新規奨学生を選びました。この奨
学生がロータリーを理解し、将来各国と日本との良
好な関係を築き上げてくれると確信しております。

　「世話クラブの役割について」 山田 圭 委員より
　米山記念奨学生の制度の根幹をなすのが、奨学
生のお世話をしていただく世話クラブ・カウンセラー
制度になります。奨学生を月 1 回例会へ招待しコミ
ュニケーションをとることから始まり、どのようにして
奨学生との良い関係を構築していくのかを事例の紹
介や、世話クラブを引き受けて頂いたクラブにとって
のメリットについても具体的な例をあげて皆様にご説
明致しました。
　「地区委員会の活動について」森 正志 副委員長
より
　地区米山記念奨学委員会の活動をご理解いただ
くため、1 年間の活動予定を中心にお伝え致しまし
た。1. 理解促進　2. 寄付増進　3. 指定校選定・
奨学生選考・採用および世話クラブ選定とオリエン
テーションの開催　4. 奨学生ケアと世話クラブ・カ
ウンセラー制度の充実　5. 奨学生の提出書類など
の徹底とフォロー　6. 学友・学友会との連携等につ
いて具体的に皆様にご説明致しました。

　この後質疑応答の時間を設け、出席委員長の質
問にお答えさせて頂きました。
　昨年同様、出席者の方々には 10 名ずつのグルー
プに分かれてもらい、米山記念奨学委員会メンバー
が進行をし「自己紹介・米山記念奨学事業につい
てや寄付の方法等」を時間が足らないくらい活発に
討議して頂く事が出来ました。
　まとめ・講評を伊藤 隆守 次期ガバナー補佐から
頂き、最後に 石川 道男次期分区幹事より閉会の辞
を頂き、終了となりました。

第 8分科会報告

次期米山記念奨学委員長

神谷　恵理
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司会／松宮　弘明（名古屋東RC）

学ぶ楽しさ、役立つ喜び。挑む力は、ここにある。

テーマ

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第9分科会次第

1 開会の辞 次期地区副幹事 松宮　弘明
（名古屋東RC）

2 リーダー挨拶 L 次期地区ラーニング副委員長 岸　洋行
（名古屋みらいRC）

3 私のロータリー歴 PDG

パストガバナー
次期地区ラーニングファシリテーター
次期ロータリーリーダーシップ研究会（RLI）
地区代表委員

酒井　法丈
（豊田RC）

4
例会の向こう側にある本当の
ロータリー
― 財団が生むインパクト ―

PDG

パストガバナー
次期副ガバナー
次期ロータリー財団地域
コーディネーター（RRFC）

吉川　公章
（名古屋南RC）

5 パネルディスカッション 次期ファシリテーター 照井　栞
（名古屋大須RC）

6 まとめ・講評 次期ガバナー補佐 岡田　雅隆
（犬山RC）

7 閉会の辞 次期地区副幹事  松宮　弘明
（名古屋東RC）
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司会／松宮　弘明（名古屋東RC）

学ぶ楽しさ、役立つ喜び。挑む力は、ここにある。

テーマ

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー　第9分科会次第

　第 9 分科会は、「学ぶ楽しさ、役立つ喜び。
挑む力は、ここにある。」をテーマに、入会 3 年
未満の会員を対象として、ロータリー活動への
理解を深めるとともに、主体的な関わりを促すこ
とを目的に開催しました。
　当日は 239 名の登録があり、酒井法丈パスト
ガバナーおよび吉川公章パストガバナーによる講
話に加え、照井栞次期ファシリテーターの進行
のもとパネルディスカッションを実施し、参加者
が多角的に学びを深める機会となりました。
　冒頭、松宮弘明次期地区副幹事より開会の挨
拶があり、続いて分科会リーダーとして岸洋行が
挨拶を行いました。
　まず、酒井法丈パストガバナーより、28 年に
わたるご経験をもとにロータリーの本質について
講話がありました。クラブは活動の基盤であり、
例会は単なる会合ではなく、自己研鑽と信頼関
係構築の重要な場であると示されました。奉仕
は他者への貢献であると同時に、自身の成長を
促す機会でもあり、「楽しむこと」と「役割を担
うこと」の両立が継続的な関与につながるとの
示唆がありました。さらに、日々の小さな関わり
の積み重ねがクラブ全体の活力を生み出すことに
も言及されました。
　続いて吉川公章パストガバナーより、ロータリ
ー財団の意義と社会的インパクトについて講話
がありました。ポリオ根絶活動などの具体例を通
じ、寄付は単なる資金提供ではなく、社会課題
の解決に主体的に関わる意思表示であると説明
されました。また、国際的な活動経験を踏まえ、
ロータリーは人と人、地域と世界をつなぐ場であ
り、関わることで自身の視野や価値観にも変化を
もたらすものであると述べられました。
　パネルディスカッションは、照井栞次期ファシ
リテーターの進行により、両パストガバナーへの
インタビューに加え、一部の新会員にも発言を求
める形式で行われました。参加者からは、ロー

タリーは「多様な人と出会い、互いを理解する
場」であり、「仕事や家庭とは異なる第三の居場
所」としての価値があるとの意見が共有されまし
た。また、主体的な参加や同好会活動を通じて
関係性が深まり、継続的な参加意欲につながる
ことが確認されました。さらに、限られた時間の
中での関わり方や役割の持ち方についても率直
な意見交換が行われ、無理のない形で関わりな
がら主体性を持つことの重要性について共通認
識が得られました。
　最後に岡田雅隆次期ガバナー補佐より講評を
いただきました。本分科会は終始温かみのある
雰囲気の中で進行し、意義深い学びの場であっ
たとの評価を受けました。また、各講話の内容
が具体的かつ実践的であった点にも言及され、
今後のクラブ運営を担う人材への期待が示され
ました。あわせて、無理をせず楽しみながら継続
していくことが、ロータリー活動の充実につなが
るとの助言をいただきました。
　新会員の皆さまが講話者のお話に熱心に耳を
傾ける姿が印象的でした。本分科会を通じて、
何か一つでも今後の活動のヒントを得ていただけ
たのであれば幸いです。本日の学びが、これか
らのロータリアンとしての歩みの一助となることを
期待します。

第 9分科会報告

次期地区ラーニング副委員長

岸　洋行
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　長時間にわたるセミナー、お疲れ様でした。
最後まで真剣にご参加いただきました姿に感
謝申し上げます。
　田中久夫講師には巧妙な語り口で、啓発的
なお話をいただきました。私も田中様のご著
書をガバナーノミニーの頃から熟読するように
努め、一冊目はボロボロになり二冊目も付箋だ
らけになっております。続編も昨年末に上梓さ
れ、先日読み終えたところです。今日は時間の
都合で、用意されたスライドの全てをお話いた
だけなく残念ではありますが、ご著書をお買い
求めいただきクラブ運営の糧にしていただけれ
ば幸甚です。
　セミナー後半の分科会も、それぞれのテー
マのもと活発に展開されたように拝察します。

会長エレクト、幹事の方々の参加された第１、
第２分科会においては危機管理、財団、RDF
関係の理解を深めていただけたかと存じます。
その他の委員会の分科会には進行に妨げにな
らぬよう、ガバナーエレクト、ノミニーの視察
は行いませんでした。決して委員会を軽視する
ものではないことをご理解ください。各次期委
員長のもと委員会活動が充実した展開となる
一年であることを祈念申し上げます。また入会
三年未満の皆様にもロータリー活動の基本を
ご理解いただけたことと存じます。
　クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナ
ーにご参加いただきありがとうございました。
各クラブでのご活躍を期待しております。

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー
まとめ

ガバナーエレクト

國府谷　俊盛
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　皆さん、こんにちは。
　名古屋名南ロータリークラブ次年度会長の髙
橋司と申します。
　２０２７-２８年度クラブ・リーダーシップ・ラ
ーニングセミナーのホストクラブを名古屋名南ロ
ータリークラブが行う事となりました。
　大変光栄なことでありますが、何分、本セミナ
ーのホストクラブを務めさせて頂くことは初めての
経験であり不安と緊張を会員一同、感じていると
ころです。
　私どものクラブを少しご紹介させていただきま
す。
　名古屋名南ロータリークラブは、ここ名古屋マ
リオットアソシアホテルで事務局を構え、主に名
古屋市内を中心に活動し、会員数は現在５０名
です。
　今年、創立３５周年を迎えることができました。
これは、スポンサークラブである名古屋東南ロー
タリークラブ様をはじめ、皆様方のお力添えがあ
ったおかげであると感謝いたします。
　当クラブは名古屋市内で初の女性会員の入会
クラブであること。夜間例会であり、仕事を終え
てからの出席が可能な為、くつろいだ雰囲気の
中で例会が進められ、例会終了後の会員間の交
流も盛んです。
　一方で、会員の高齢化、入会１～２年未満で
の退会など、会員増強と退会防止が喫緊の課題
となっています。

　このような中、次年度ホストクラブを務めること
は「大きな力となり、若手、先輩会員が一致団
結できるチャンス」と捉え、今年のホストクラブ
である、津島ロータリークラブの皆様、昨年の
豊田三好ロータリークラブの皆様の素晴らしい設
営を参考に勉強させていただき、次年度、本セ
ミナーを成功に導けるよう全会員が一丸となって
乗り切っていきたいと思います。
　開催日は２０２７年４月１８日、開催場所は、
名古屋マリオットアソシアホテルです。愛知県下
８４クラブの会長始め、ひとりでも多くの会員の
皆様に来年も参加していただけるよう、名古屋名
南ロータリークラブメンバー一同、会場でお待ち
しています。
　最後となりますが、永井年度の門出となる、
次年度、本セミナーが有意義な一日となる事を
祈りながら、私からのご案内とさせていただきま
す。
　本日はどうも有難うございます。

次期ホストクラブ挨拶

次期ホストクラブ会長

髙橋　司
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　本日は、長時間にわたりお疲れさまでした。
　本日のクラブ・リーダーシップ・ラーニングセ
ミナーも、こうして一日の日程を終えようとしてお
ります。
　本日のクラブ・リーダーシップ・ラーニングセ
ミナーでは、ガバナーエレクトから次年度の方向
性が示され、また、田中久夫様（高崎ロータリ
ークラブ）による「そうだったのか！？ロータリー
クラブ！！」と題したご講演を通じて、ロータリー
についてあらためて考える貴重な機会をいただき
ました。さらに、分科会を通じて、それぞれの分
野から自クラブの運営について考える学びを深め
ていただきました。
　冒頭にお話しさせていただいたように、私たち
のロータリーは、それぞれのクラブの活動の積み
重ねによって形づくられていきます。
　本日ここで得られた学びや気づきを、それぞれ
のクラブへ持ち帰り、クラブの中で活かしていく。
その一つひとつの実践が、ロータリーの確かな
歩みとなっていくと信じています。
　本年度、私は、「まじりあつまりあやをなす」
という言葉を大切にしてまいりました。
　人と人が出会い、語り合い、考えを交わす中
で、新しい気づきや価値が生まれていく。
　本日のこの一日も、まさにそのような時間であ
ったのではないかと感じております。
　どうか本日の学びをそれぞれのクラブへ持ち帰
っていただき、次年度のクラブ運営に活かしてい
ただければ幸いです。

　皆さまのクラブの一年が、実り多いものとなり
ますことを願い、簡単ではありますが講評とさせ
ていただきます。

　本日はありがとうございました。

講　評

ガバナー

鈴木　康仁
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　国際ロータリー第 2760 地区 2026-2027 年
度のクラブ・リーダーシップ・ラーニング・セミ
ナーにご参加の皆さん、本日は大変お疲れ様で
した。
　本日のセミナーのホストを務めました津島ロー
タリークラブの実行委員長の浅井彦治と申しま
す。
今回のセミナーのホストを拝命してから1 年以上
になりますがその間津島ロータリークラブは一年
前の豊田三好の石川実行委員長のもとで開催さ
れた昨年４月 20 日の地区研修・協議会にも全
員参加で勉強させて頂きました。その後豊田三
好ロータリークラブのご指導を頂き詳細な説明を
受け津島ロータリーの運営に向けての体制作り
を進めてまいりました。名称の変更後クラブ・リ
ーダーシップ・ラーニングセミナーとなり企画委
員会、担当者による打合せを計画的に実施する
中で鈴木ガバナー、國府谷ガバナーエレクトはじ
めファシリテーターの方々を交えて前々年、前年
担当された名古屋錦ロータリークラブ様、豊田
三好ロータリークラブ様のご指導賜り山積する問
題を解決してまいりました。
　また津島ロータリークラブもメンバーの減少も
ありこれだけのセミナーを持ちこたえる事が問題
になりましたが運営に当たりましては名古屋東ロ
ータリークラブ様、あまロータリークラブ様の多
大な御協力を賜りまして心から感謝申し上げま
す。

会場として利用させていただきました名古屋マリ
オットアソシアホテル様には担当者の今井様はじ
め例年の実績があり効率的で的確な指摘や対応
を頂き大変感謝申し上げます。
　本会の運営を通して、大掛かりなセミナーだっ
た事もあり行き届かなかった点も多々あったと思
いますが、手作りで開催するロータリー事業でも
ありますので友情を持ってお許し頂きたいと伏し
てお願い申し上げます。
　今回の地区方針「元気で　なかよく　楽しく　
そして　高潔に」の下、國府谷ガバナーエレクト
の交友のある国際ロータリー第２８４０地区パス
トガバナー田中久夫様の「そうだったのか！？ ロ
ータリークラブ！！」と題した特別講演を頂く事が
出来ました事も本会に相応しいものとなりました。
本会の成果が第 2760 地区全域のロータリアン
に伝わり２６－２７年度各地で予定されているロ
ータリーの奉仕活動が実り多い結果となります
様祈念しております。
　最後に今回のセミナーのホストを務めました津
島ロータリークラブは豊かな歴史を持つ素晴らし
いクラブであります。活躍して頂いたメンバーも
優秀なロータリアンです。これをご縁にお集まり
のロータリークラブの皆様と今後お互いに友好関
係が深まる事をお願いして御礼の挨拶とさせて頂
きます。

お礼の言葉

実行委員長

浅井　彦治
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当日の写真 当日の写真
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中部経済新聞社提供
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